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17 ［3 次方程式の解と係数の関係］ 

   3 次方程式 023  dcxbxax  の 

  3 つの解を， ，  ， とすると， 
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   したがって，3 次方程式 

    0132 23  xxx  の 3 つの解を 

 ，  ， とすると 
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18 ［対称式］ 

 ①  222  (      ) 

           ↑ 

    と，   を用いて表せ。 

     

 

19 実数係数の方程式において， 

  i23  が解であるならば，それと共役な 

 複素数( ① )も解になる。 

 

20 3 次方程式 03 23  baxxx  の 1 つの 

解が i31 であるとき，実数の定数 a ， b の 

値と，他の解を求めよ。 

 解） 

      実数係数の方程式より( ① )も解で 

ある。 

   よって，他の解を とすると， 

   解と係数の関係より， 
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  これを解いて， 12a ， 10b ， 1  

  他の解は，1 と i31  

 

21 多項式 )(xP を， 2x で割ると余りが 3， 

 3x で割ると余りが－7 である。 

  )(xP を )3)(2(  xx で割ったときの余り 

 を求めよ。 

 解） 

    )(xP を )3)(2(  xx で割ったときの 

  商を Q )(x ，余りを bax  とすると， 

    )(xP (    ①    ) 

    条件より， 

    P( ② )＝( ③ )， 

 P( ④ )＝( ⑤ ) 

    よって， 

      32  ba ，(  ⑥  ) 

    これを解いて， 2a ， 1b  

    したがって，求める余りは，( ⑦ ) 

 

22 2 次方程式 082  mxx  において，  

1 つの解が他の解の 3 倍であるとき，定数 

m の値と，2 つの解を求めよ。 

 解） 

  2 つの解は ，( ① )と表せる。 )0(   

  解と係数の関係より， 
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  これを解いて， 2 ， 12m  

  2 つの解は，2 と 6 

 

23 次の計算をせよ 

 (1)  )21)(21( ii (   ) 

 (2) 


i

i1
(   ) 

 

24 次の等式が x についての恒等式となるよう 

に定数 a ，b ， c の値を求めよ。 

 (1) )1(35)2(  bxxa  

     a (   )， b (   ) 

 (2) 132 2  xx  

     )1)(1()1()1(  xxcxbxxax  

a (   )， b (   )， c (   ) 

 

 

25 次の式を 
x

x
1

  で表せ。 
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26 

 (1) 4:3:2:: zyx のとき， 

   x ， y ， z は， )0(k を用いて， 

  x (   )， y (   )， z (   ) 

とおける。 

 (2)  zyx
zyx

::
753

(      ) 

 

27 x ， y ， z のうち，少なくとも１つが 

 3 であることを示すには， 

  (     ) となることを示せばよい。 

 

28 0x ， 0y のとき， 

  相加平均・相乗平均の関係から， 
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   変形できることより，( ③ )である。 

 

29   043)1()2(  kykxk  が k の 

  どのような値に対しても成り立つような 

x ， y の値を求めよ。 

 解） 

(  ①  )すると， 

   0)42()3(  yxkyx  

   どのような k の値に対しても成り立つ 

ことより， 
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  この連立方程式を解いて， 1x ， 2y  
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 ① 

)(2)( 2  

 

 

 

19 

 ① i23   

 

 

20 

 

 

 

 ① i31  

 

 

 ② 3)31()31(  ii  

  ③ )31()31)(31( iii    

ai  )31(  

 ④ bii  )31)(31(  

 

 

21 

 

 

 

 

 ① 

 baxxQxx  )()3)(2(  

 

 

②③④⑤ 

  3)2( P ， 7)3( P  

  

⑥ 73  ba  

 

 ⑦ 12 x  

 

22 

 

 

 

 ① 3  

 

② 83    

 ③ m  3  
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 (1) 541 2  i  
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24 

 

 (1) 1a ， 6b  

 

 (2) 0x を代入して， c1  

   1x を代入して， b26   

   1x を代入して， 

a20   

  ∴ 0a ， 3b ， 1c  
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 (1) kx 2 ， ky 3 ， kz 4  

 

 

 

 

  (2) 7:5:3  

 

27 

 0)3)(3)(3(  zyx  

 

 

28 0x ， 0
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29 

 

 

① k について整理 

 

 

 

 ② 03  yx  

 ③ 042  yx  

x
x

4
 より， 42 x  

0x より， 2x  
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